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　笠置峠古墳は、４世紀前後に標高411mの高所
に築かれた前方後円墳で、宇和盆地を治めてい
た王の墓です。発掘調査で古墳の上で行われた
葬送儀礼の様子が明らかにされました。愛媛県
南予地域（伊予の南の意）では、古墳の大半が宇
和盆地に集中していて、宇和盆地が南予の中核
的な役割を果たしていたことを示しています。

西予市﹁～笠置峠古墳上空から
� 宇和盆地を望む～﹂

� 西予市（本会賛助会員）



　令和元年 6月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 123 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
6
月
27
日
午
後
3

時
か
ら
愛
媛
県
自
治
会
館
4
階
会
議
室
で

「
第
2
回
臨
時
総
会
」
及
び
「
第
1
回
全
員

連
絡
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
9
町
長
が
出
席
し
た
。

【
第
2
回
臨
時
総
会
】

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

稲
本
会
長

3　

議　

事

　

⑴　

認
定
第
1
号　

平
成
30
年
度
愛
媛

県
町
村
会
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

⑵　

認
定
第
2
号　

平
成
30
年
度
愛
媛

県
町
村
会
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

⑶　

議
案
第
1
号　

平
成
30
年
度
愛
媛

県
町
村
会
特
別
会
計
利
益
処
分

　
　

右
の
3
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ

れ
認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。

【
第
1
回
全
員
連
絡
会
】

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
臨
時
総
会
終
了
後
、

午
後
4
時
か
ら
、引
き
続
き
、「
令
和
元
年

度
第
1
回
全
員
連
絡
会
」
を
開
催
し
た
。

1　

開　

会

2　

協　

議

　

⑴　

県
市
町
振
興
課
か
ら
の
連
絡
事
項

に
つ
い
て

　
　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
消
費
活
性
化
策
（
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
）
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
促
進
に
つ
い
て

　
　

・
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い

て

　
　
　

県
市
町
振
興
課　

三
木
課
長
か
ら

説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑵　

第
35
回
全
国
健
康
福
祉
祭
愛
媛
大

会（
仮
称
）の
交
流
大
会
に
つ
い
て

　
　
　

県
長
寿
介
護
課　

名
智
課
長
か
ら

説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。			

　

⑶　

狩
猟
者
の
確
保
・
育
成
対
策
に
つ

い
て

　
　
　

県
農
産
園
芸
課　

清
水
課
長
か
ら

説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑷　

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

に
つ
い
て

　
　
　

県
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課　

田

所
担
当
係
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一

同
了
承
し
た
。

　

⑸　

令
和
元
年
度
町
等
公
平
事
務
委
託

経
費
の
負
担
に
つ
い
て

　

⑹　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
㏌
し
ま
な
み
エ
リ

ア（
大
三
島
）に
つ
い
て

　

⑺　

町
長
海
外
地
方
行
政
調
査（
台
湾
）

に
つ
い
て

　

⑻　

令
和
元
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
に
つ
い
て

　
　

本
会
事
務
局
が
説
明
し
、
一
同
了
承

し
た
。

3　

報　

告

　

⑴　

令
和
2
年
度
国
の
重
要
施
策
等
に

関
す
る
提
案
・
要
望
活
動
に
つ
い
て

　

⑵　

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

（
自
治
労
連
）愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要

請
書
に
つ
い
て

　
　

本
会
事
務
局
が
報
告
し
、
一
同
了
承

し
た
。

4　

そ
の
他

　

⑴　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
の
開
催

に
つ
い
て

　
　
　

次
回
の
全
員
連
絡
会
は
、
8
月
30

日
㈮
16
時
か
ら
ネ
ス
ト
ホ
テ
ル
松
山

で
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

臨　時　総　会

全 員 連 絡 会

　

第
２
回
臨
時
総
会
並
び
に

　

第
１
回
全
員
連
絡
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会　

【
令
和
元
年
度
第
2
回
役
員
会
】

　

�

　

愛
媛
県
町
村
会

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
6
月
7
日
午
後
2

時
か
ら
愛
媛
県
自
治
会
館
4
階
会
議
室
で

「
令
和
元
年
度
第
2
回
役
員
会
」を
開
催
し

た
。

　

会
議
に
は
、
稲
本
会
長
（
内
子
町
長
）、

岡
本
副
会
長
（
松
前
町
長
）、
高
門
監
事

（
伊
方
町
長
）
が
出
席
し
、
次
項
に
よ
り
進

め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

稲
本
会
長

3　

協
議
事
項

　

⑴　

愛
媛
県
町
村
会
等　

事
務
分
担
に

つ
い
て

　

⑵　

県
知
事
ほ
か
関
係
部
局
へ
の
就
任

あ
い
さ
つ
に
つ
い
て

　

⑶　

そ
の
他

　
　

本
会
事
務
局
が
説
明
し
、
一
同
了
承

し
た
。

　

な
お
、
会
議
終
了
後
、
愛
媛
県
ほ
か
関

係
各
所
へ
新
役
員
就
任
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
。



　（3）　令和元年 6月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 123 号　

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
清
水
雅
文
愛
南
町
長
）
は
、
令

和
元
年
度
定
時
評
議
員
会
を
6
月
26
日
㈬

午
前
10
時
27
分
か
ら
県
自
治
会
館
で
開
催

し
た
。

　

出
席
者
は
、
佐
川
秀
紀（
砥
部
町
長
）・

山
本
徹（
内
子
町
議
会
議
員
）・
安
田
俊
一

（
松
山
大
学
経
済
学
部
教
授
）・
柏
原
準（
愛

媛
県
町
村
議
会
議
長
会
事
務
局
長
）
の
各

評
議
員
及
び
若
宮
髙
治（
前
愛
媛
県
市
長

会
事
務
局
長
）・
酒
井
啓
司（
税
理
士
）の
各

監
事
並
び
に
清
水
理
事
長
・
渡
部
常
務
理

事
等
。

　

清
水
理
事
長
か
ら
招
集
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
定
款
に
よ
り
山
本
評
議
員
を
議
長
に

選
出
し
、議
事
禄
署
名
人
に
佐
川
評
議
員
・

柏
原
評
議
員
を
指
名
。

　

議
長
は
、
議
案
に
入
り
平
成
30
年
度
事

令
和
元
年
度
定
時
評
議
員
会
開
く

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会　

業
報
告
・
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
令
和
元
年
度
収
支
補
正
予
算

の
承
認
に
つ
い
て
審
議
し
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。

　

評
議
員
・
理
事
・
監
事
の
辞
任
に
伴
う

補
欠
選
任
に
つ
い
て
は
、
定
款
に
よ
り
候

補
者
ご
と
に
賛
否
を
諮
っ
た
結
果
、
全
員

異
議
な
く
次
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

【
評
議
員
】

　

岡
原　

文
彰
（
宇
和
島
市
長
）

　

清
家　

康
生
（
宇
和
島
市
議
会
議
長
）

　

竹
内　

一
則
（
伊
方
町
議
会
議
長
）

【
理　

事
】

　

石
川　

勝
行
（
新
居
浜
市
長
）

　

赤
松　

紀
幸
（
松
野
町
議
会
議
長
）

【
監　

事
】

　

平
岡　

陽
一
（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
等
は
次
の
と

お
り
。

○
議　

事

　

第
1
号
議
案

　
　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
の

承
認
に
つ
い
て

　

第
2
号
議
案

　
　

令
和
元
年
度
収
支
補
正
予
算
の
承
認

に
つ
い
て

　

第
3
号
議
案

　
　

評
議
員
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に

つ
い
て

　

第
4
号
議
案

　
　

理
事
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に
つ

い
て

　

第
5
号
議
案

　
　

監
事
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に
つ

い
て

評　議　員　会

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
清
水
雅
文
愛
南
町
長
）
は
、
令

和
元
年
度
第
1
回
定
例
理
事
会
を
6
月
5

日
㈬
午
前
10
時
29
分
か
ら
県
自
治
会
館
で

開
催
し
た
。

　

出
席
者
は
、
清
水
雅
文
・
大
城
一
郎（
八

幡
浜
市
長
）・
清
水
宣
郎（
松
山
市
議
会
議

長
）・
八
束
正（
松
前
町
議
会
議
長
）・
松
浦

一
悦（
松
山
大
学
経
済
学
部
教
授
）・
渡
部

明
忠（
愛
媛
県
町
村
会
事
務
局
長
）の
各
理

事
及
び
三
木
裕
太
郎（
愛
媛
県
市
町
振
興

課
長
）・
若
宮
髙
治（
前
愛
媛
県
市
長
会
事

務
局
長
）・
酒
井
啓
司（
税
理
士
）の
各
監
事
。

　

清
水
理
事
長
か
ら
招
集
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
議
長
に
は
定
款
に
よ
り
清
水
理
事
長

が
当
た
り
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
に
つ
い
て
審
議
し
、
一
同
に
諮
っ

た
と
こ
ろ
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

愛
媛
県
市
町
連
携
事
業
助
成
金
に
つ
い

て
は
、「
第
45
回
中
・
四
国
身
体
障
害
者
福

　

第
1
回
定
例
理
事
会
を
開
催

　
　
　

 

平
成
30
年
度
決
算
を
承
認

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会　

祉
大
会
」開
催
経
費
と
し
て「
公
益
財
団
法

人
愛
媛
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
」に

対
し
、助
成
す
る
こ
と
で
了
承
し
決
定
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
元
年
度
収
支
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
10
月
か
ら
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の

Ｐ
Ｒ
経
費
と
し
て
全
国
市
町
村
振
興
協
会

の
助
成
に
対
す
る
補
正
予
算
を
行
っ
た
も

の
で
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
令
和
元
年
度
定
時
評
議
員
会
の
日

程
等
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
6
月
26
日

㈬
に
開
催
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
31
年
4
月
か
ら
令
和
元
年

5
月
24
日
ま
で
の
職
務
執
行
状
況
に
つ
い

て
報
告
し
了
承
さ
れ
た
。
令
和
元
年
度
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
発
売
計
画
に
つ

い
て
説
明
し
、
売
上
促
進
の
協
力
方
依
頼

し
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

○
議　

事

　

第
1
号
議
案

　
　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

第
2
号
議
案

　
　

平
成
30
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

　

第
3
号
議
案

　
　

愛
媛
県
市
町
連
携
事
業
助
成
金
に
つ

い
て

　

第
4
号
議
案

　
　

令
和
元
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い

て

　

第
5
号
議
案

　
　

令
和
元
年
度
定
時
評
議
員
会
の
開
催

に
つ
い
て

○
報　

告

　

第
1
号
報
告

　
　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て



　令和元年 6月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 123 号　（4）　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
6
月
28
日
13
時
か

ら
「
令
和
元
年
度
町（
市
）面
接
試
験
技
法

研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
、
公
益
財
団
法
人
日
本
人
事
試

験
研
修
セ
ン
タ
ー
参
与	
長
田	

好
美
氏
を

招
き
、「
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

　

近
年
、
町（
市
）職
員
採
用
試
験
に
お
い

て
は
、
人
物
重
視
の
観
点
か
ら
面
接
試
験

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
面

接
試
験
の
基
礎
知
識
や
質
問
・
評
価
の
技

法
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
面

接
試
験
の
適
切
な
実
施
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
。

　

受
講
者
は
各
市
町
か
ら
10
名
で
あ
っ
た
。

面
接
試
験
技
法
研
修
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会　

令和元年度町（市）面接試験技法研修会
実 施 要 領

	 愛媛県町村会　

１　研修目的
　　近年、町（市）の職員採用試験において、人物重視
の観点から、面接試験の比重が高まっている。一方、
面接試験は、面接者の主観的判断が働きやすいため、
面接者相互間で評価結果が異なる場合があるなど、
その弱点も指摘されている。
　　このことから、面接試験の基礎知識、質問の技法、
評価の技法を修得することにより、今後の面接試験
の適切な実施に寄与することを目的とする。

２　研修日時・場所
　・日　時　令和元年₆月28日（金）
　　　　　　13時00分～16時30分
　・場　所　「愛媛県自治会館」₄階　会議室
　　　　　　松山市一番町₄丁目１番地₂
　　　　　　電話 089－941－7598

３　研修講師
　　公益財団法人 日本人事試験研究センター

４　研修受講対象者
　　面接試験官及び面接試験担当者

【
令
和
元
年
度
第
１
回
役
員
会
】

　

�

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
6
月
4

日
県
自
治
会
館
で
「
令
和
元
年
度
第
1
回

役
員
会
」
を
開
催
し
、
会
長
、
副
会
長
及

び
監
事
が
出
席
。
次
の
と
お
り
打
合
せ
を

行
っ
た
。

⑴　

令
和
元
年
度
事
業
及
び
予
算
に
つ
い

て
⑵　

当
面
の
行
事
に
つ
い
て

　

①　

創
立
70
周
年
記
念
議
員
研
修
大
会

に
つ
い
て

　

②　

令
和
元
年
度
「
議
長
研
修
会
」
に

つ
い
て

　

③　

次
回
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ

り
一
同
了
承
し
た
。

⑶　

そ
の
他

　
　

就
任
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
関

係
先
に
就
任
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
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中
級
・
係
長
職
員
研
修
会

あ
わ
せ
て
50
人
が
受
講　

　

本
会
は
、
本
年
度
の
「
町（
市
）職
員
研

修
計
画
」
に
基
づ
い
て
、「
中
級
職
員
研
修

会
」
及
び
「
係
長
職
員
研
修
会
」（
6
月
11

日
か
ら
13
日
ま
で
）
を
え
ひ
め
青
少
年
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
上
野
町
）で
、

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

　

中
級
職
員
研
修
、
係
長
職
員
研
修
の
修

了
証
書
に
替
え
て
「
受
講
者
名
簿
」
を
掲

載
す
る
。

令
和
元
年
度
「
中
級
職
員
研
修
会
」

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

29
人

上　

島　

町

　

生
活
環
境
課　
　
　
　
　

中
谷　

和
明

　

建　

設　

課　
　
　
　
　

亀
井　

正
輝

久
万
高
原
町

　

教
育
委
員
会　
　
　
　
　

矢
野　
　

豪

　

総　

務　

課　
　
　
　
　

西
田　

朋
洸

　

総　

務　

課　
　
　
　
　

西
野　
　

健

松　

前　

町

　

福　

祉　

課　
　
　
　
　

宇
髙　

恵
美

　

ま
ち
づ
く
り
課　
　
　
　

宮
家　

海
斗

　

松
前
ひ
ま
わ
り
保
育
所　

永
田　

純
子

砥　

部　

町

　

保
険
健
康
課　
　
　
　
　

大
川　

翔
平

　

企
画
財
政
課　
　
　
　
　

中
川　

正
志

　

介
護
福
祉
課　
　
　
　
　

西
岡　

大
輝

　

戸
籍
税
務
課　
　
　
　
　

瀬
川　
　

徹

内　

子　

町

　

政
策
調
整
班　
　
　
　
　

室
岡　

康
平

　

住　

民　

課　
　
　
　
　

植
田
名
津
美

　

自
治
・
学
習
課　
　
　
　

髙
木　

紗
弥

　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　
　
　

向
居　

邦
浩

　

学
校
教
育
課　
　
　
　
　

児
玉　

有
希

　

保
健
福
祉
課　
　
　
　
　

水
田　

麻
世

　

住　

民　

課　
　
　
　
　

川
本　

将
樹

　

保
健
福
祉
課　
　
　
　
　

亀
沖
菜
津
美

伊　

方　

町

　

保
健
福
祉
課　
　
　
　
　

井
村　

詩
織

　

保
健
福
祉
課　
　
　
　
　

上
田　
　

陽

　

町　

民　

課　
　
　
　
　

畑
中　

孝
仁

鬼　

北　

町

　

建　

設　

課　
　
　
　
　

坂
本　

一
磨

愛　

南　

町

　

水　

産　

課　
　
　
　
　

金
増　

拓
郎

　

企
画
財
政
課　
　
　
　
　

吉
田　

一
登

　

総　

務　

課　
　
　
　
　

武
久　

加
奈

　

保
健
福
祉
課　
　
　
　
　

船
平　

依
里

　

高
齢
者
支
援
課　
　
　
　

河
野　

早
穂

令
和
元
年
度
「
係
長
職
員
研
修
会
」

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

21
人

久
万
高
原
町

　

総　

務　

課　
　
　
　
　

菅　
　

理
恵

　

保
健
福
祉
課　
　
　
　
　

高
岡　
　

幸

　

保
健
福
祉
課　
　
　
　
　

大
野　

由
紀

　

住　

民　

課　
　
　
　
　

中
川　

久
美

　

住　

民　

課　
　
　
　
　

坪
谷　

頼
都

　

教
育
委
員
会　
　
　
　
　

大
西　

康
雄

砥　

部　

町

　

生
活
環
境
課　
　
　
　
　

中
嶋　

孝
志

　

生
活
環
境
課　
　
　
　
　

野
村　

昌
史

　

地
域
振
興
課　
　
　
　
　

東
山　

泰
久

　

上
下
水
道
課　
　
　
　
　

篠
崎　

裕
輔

内　

子　

町

　

保
健
福
祉
課　
　
　
　
　

澤
田　

訓
一

　

保
健
福
祉
課　
　
　
　
　

井
口　

丈
典

「上島町の地域づくり」　宮脇上島町長

　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　
　
　

藤
村　

雄
二

　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　
　
　

毛
利　

政
友

　

上
下
水
道
対
策
班　
　
　

竹
内　
　

宏

　

自
治
・
学
習
課　
　
　
　

鈴
木　

浩
生

　

産
業
振
興
課　
　
　
　
　

山
田　

国
昭

愛　

南　

町

　

保
健
福
祉
課　
　
　
　
　

福
島　

み
き

　

高
齢
者
支
援
課　
　
　
　

川
本　

由
香

　

老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　
　

馬
詰　

真
紀

　

御
荘
支
所　
　
　
　
　

宮
下　

真
紀
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起床 起床

朝の集い・清掃

朝食・研修準備
8:10
8:30

7:30

自転車新文化の
推進について〔９０分〕

県自転車新文化推進課

河上課長

朝の集い・清掃

7:30

7:00

7:30

朝食・研修準備

13:00

研修会場　受付・入室

10:30

6:306:30

「気づき」のスキルアップ
〔１１０分〕

いよぎん地域経済研究
センター

主任研究員　中川智裕
10:20 10:20

7:00

10:00

開講式・オリエンテーション

8:10
8:30

10:30

7:30

10:30

16:30

17:30

17:00

12:0012:00

11:30

12:00

フリー
17:00

16:30

班長　打合せ〔３０分〕

14:40

地域づくりを楽しむために
 〔９０分〕

県市町振興課

三木課長

地方自治制度と地方自治
法の概要 〔１１０分〕

松山大学　法学部　教授

妹尾克敏

11:30

昼食

14:30

20:00
20:30

入浴

22:10

17:00

22:10

18:30
18:30

夕べの集い
17:20

20:00

フリー

ふれあい研修（夕食）

18:30
18:30

昼食

15:30

14:00

12:00

夕べの集い
17:20

16:30

軽スポーツ
（ソフトバレーボール）

13:00

16:30

隣国と日本〔１１０分〕

海外連携推進員（台湾）
　田上  月琇 (ﾀﾉｳｴ ｹﾞｯｼｭｳ)
国際交流員(ｱﾒﾘｶ)
　ｼｭﾛｰﾀﾞｰ真(ﾏｺﾄ)
国際交流員(中華人民共和国)
　楼 韵姿　(ﾛｳ ｲﾝﾂ)

フリー

夕食（交歓会）

消灯 22:30

17:00

上島町のまちづくり
 〔９０分〕

上島町　宮脇　町長

14:30

13:0013:00

14:40

22:30

13:00

17:30

20:30

入浴

14:10

15:00
15:00

消灯

閉講式・解散

奉仕活動

防災について 〔１１０分〕

愛媛大学防災情報研究
センター

センター長　森脇亮

12:00
12:00

13:00

10:30

昼食（12:45～退所点検）

地方公務員共済制度
〔６０分〕
加藤課長

効果測定（論文）

15:20
15:25

地域おこし〔９０分〕

元地域おこし協力隊
松野移住コーディネーター

矢間大蔵

起床 起床

14:30
14:40

地域づくりを楽しむために
 〔９０分〕

県市町振興課

三木課長

民法改正（債権関係）
〔110分〕
全国町村会　法務支援室

弁護士　西ヶ谷尚人

13:00

14:10

効果測定（論文）

13:00

15:00

13:00
地方公務員共済制度
〔６０分〕
加藤課長

奉仕活動

閉講式・解散

10:00

研修会場　受付・入室

10:30

12:00
12:00

昼食
13:00

10:10

13:00

10:10

職場のメンタルヘルスケア
〔１００分〕

サクセスブレーンズ（株）

カウンセラー　門田聖子

8:30 8:30

10:20

中間管理者の心構え
〔１００分〕

いよぎん地域経済研究
センター

主任研究員　灘野由子

新地方公会計制度の
基礎知識〔１００分〕

公認会計士

影浦　浩二　氏
12:00 12:00
12:00

昼食
13:00

昼食（12:45～退所点検）

愛媛の国際化の現状
〔１００分〕

県国際交流協会

大森室長

夕べの集い

7:30 7:30
7:30

朝食・研修準備
7:30

6:30 6:30

10:30

開講式・オリエンテーション

11:30
11:30

班長　打合せ〔３０分〕

上島町のまちづくり
 〔９０分〕

上島町　宮脇　町長

10:20

12:00

16:30

14:00

朝の集い・清掃
7:00

朝の集い・清掃
7:00

8:10 8:10
朝食・研修準備

16:30
フリー

16:30

法制執務等について
[110分]

県私学文書課

長田主幹

15:00
14:30

17:00 17:00

16:30

15:20
15:25

15:30

フリー

14:40

17:00

18:30

17:3017:30

18:30

17:20 17:20
夕べの集い

17:00

フリー
18:30
18:30

ふれあい研修（夕食）

夕食（交歓会）

消灯22:30 22:30

20:30

入浴

20:30

入浴

22:10 22:10

軽スポーツ
（ソフトバレーボール）

消灯

20:00 20:00

令和元年度　町（市）中級職員研修会　研修日程 令和元年度　町（市）係長職員研修会　研修日程

６月11日（火） ６月12日（水） ６月13日（木） ６月11日（火） ６月12日（水） ６月13日（木）

【第２日目】 【第３日目】
時間時間時間

【第１日目】
時間

【第１日目】
時間

【第２日目】
時間

【第３日目】

「地域づくりを楽しむために」　三木県市町振興課長 「防災について」　愛媛大学防災情報研究センター　
　　　　　　　　　　　　　センター長　森脇　亮氏



　（7）　令和元年 6月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 123 号　

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
愛
南
ま
る
ゴ
チ

　
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

　
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
愛
南
ま
る
ゴ
チ

秋
の
味
覚
祭
（
主
催
：
愛
南
食
の
イ
ベ
ン

ト
実
行
委
員
会
）」が
10
月
20
日（
日
）に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
特
産
品
を

食
の
秋
に
ち
な
ん
で
堪
能
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
町
内
だ
け
で
な
く
町
外
か
ら
の
出

店
者
も
受
け
入
れ
て
盛
大
に
開
催
す
る
も

の
で
す
。そ
の
他
に
も
、子
ど
も
た
ち
に
人

気
の
バ
ブ
ル
ボ
ー
ル
や
う
り
坊
レ
ー
ス
、

餅
ま
き
な
ど
の
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
も
多

数
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
も
、
3
時
間
で
何
周
回
走
る

こ
と
が
で
き
た
か
を
チ
ー
ム
で
競
う
「
愛

南
ま
る
ゴ
チ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
を
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
を
招
き
併
催
し
ま
す
。
こ

の
競
技
は
1
チ
ー
ム
4
人
～
10
人
で
編
成

し
、
独
力
で
1
・
4
㎞
を
走
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
部
門

は
、
年
齢
及
び
男
女
を
問
わ
な
い
「
一
般

の
部
」、
全
員
が
親
子
又
は
親
戚
・
血
縁
者

の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
」、
全
員
が
高
校

生
以
下
の
「
高
校
生
以
下
の
部
」、
全
員

が
女
性
の
「
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
」
の
4
部

門
が
あ
り
、
現
在
、
実
行
委
員
会
で
は
参

加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
料

は
大
人
2
，0
0
0
円
、
小
人（
高
校
生
以

下
）
5
0
0
円
と
な
っ
て
お
り
、
参
加
賞

と
し
て
会
場
内
で
使
用
で
き
る
5
0
0
円

分
の
グ
ル
メ
券
、
大
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ

ル
を
用
意
し
て
い
ま
す
。（
一
部
削
除
）

　

募
集
期
限
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
御

利
用
の
場
合
は
、
10
月
1
日（
火
）ま
で
、

事
務
局
宛
に
郵
送
申
込
み
さ
れ
る
場
合
は

10
月
7
日（
月
）必
着
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
み
方
法
は
、
愛
南
ま
る
ゴ
チ
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
で
検
索
し
、御
確
認
く
だ
さ
い
。

　

仲
間
と
共
に
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
心
地

よ
い
汗
を
流
し
、
食
と
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を

愛
南
町
で
満
喫
し
ま
せ
ん
か
？

◦日時：令和元年10月20日（日）10時スタート
　　　　　（愛南まるゴチ秋の味覚祭は９時から）
◦場所：株式会社レクザム愛南工場敷地内
◦申込・問合せ：
　　　　一般社団法人42.195㎞リレーマラソン協会
　　　　中・西日本
◦主催：愛南食のイベント実行委員会

愛 
南 
町
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6
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
開
通
20

周
年
記
念
式
典

▽
3
日
＝
知
事
・
市
長
会
長
・
町
村
会
長

合
同
陳
情
（
4
日
ま
で
）

▽
4
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和

元
年
度
第
1
回
役
員
会

▽
5
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
元
年
度
第
1
回
定
例
理
事
会
、
令

和
元
年
度
え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構

総
会
、
北
方
領
土
返
還
要
求
愛
媛
県
民

会
議
理
事
会

▽
7
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
令
和
元
年
度
第

2
回
役
員
会

▽
10
日
＝
愛
媛
県
防
災
会
議
、
愛
媛
県
行

政
改
革
・
地
方
分
権
推
進
委
員
会

▽
11
日
＝
令
和
元
年
度
町
（
市
）
職
員
中

級
・
係
長
研
修
会
（
13
日
ま
で
）

▽
12
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
・
全
国
生
協
愛

媛
県
支
部
・
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
・

愛
媛
県
町
村
議
会
議
員
共
済
事
業
特
別

会
計
平
成
30
年
度
会
計
監
査

▽
13
日
＝
全
国
町
村
会
政
調
幹
事
会
・
都

道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議
・
災
害

共
済
事
務
連
絡
会
議
、
愛
媛
県
選
出
国

会
議
員
等
、
会
長
就
任
あ
い
さ
つ
回
り

▽
14
日
＝
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府

県
町
村
会
長
会
・
全
国
生
協
総
代
会
、全

国
町
村
会
政
務
調
査
会
・
各
委
員
会

▽
17
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会

▽
19
日
＝
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
考
え

る
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
第
24
回
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
県
民
大
会
）、

町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
2
0
1
9 

四
国

ブ
ロ
ッ
ク
出
展
者
説
明
会

▽
20
日
＝
全
国
退
職
手
当
組
合
退
職
手
当

制
度
研
究
会
（
21
日
ま
で
）

▽
24
日
＝（
公
財
）え
ひ
め
産
業
振
興
財
団

定
時
評
議
員
会
、
愛
媛
県
社
会
福
祉
協

議
会
第
2
1
9
回
理
事
会

▽
26
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
元
年
度
定
時
評
議
員
会

▽
27
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
令
和
元
年
度
第

2
回
臨
時
総
会
、
愛
媛
県
町
村
会
令
和

元
年
度
第
1
回
全
員
連
絡
会

▽
28
日
＝
令
和
元
年
度
町（
市
）面
接
試
験

技
法
研
修
会

　　
　

そ
れ
な
り
の
教
育

　

6
月
下
旬
に
も
な
る
と
、鬱
陶
し
い
は
ず

の
梅
雨
入
り
は
、何
時
で
あ
ろ
う
と
気
に
か

か
る
。梅
雨
前
線
が
近
づ
き
よ
う
や
く
の
降

雨
。水
量
に
危
険
信
号
が
と
も
っ
た
ダ
ム
湖

に
少
々
の
流
入
、水
影
が
な
く
色
あ
せ
た
ア

ジ
サ
イ
が
一
寸
息
を
吹
き
返
し
た
。
26
日
、

北
九
州
、
四
国
、
近
畿
地
方
が
列
島
の
中
で

も
っ
と
も
遅
い
入
梅
。
空
梅
雨
で
は
困
る
、

さ
り
と
て
昨
年
の
よ
う
な
豪
雨
は
勘
弁
願

い
た
い
。

　

こ
の
時
期
の
降
雨
は
、カ
ラ
カ
ラ
に
乾
い

た
畑
の
野
菜
を
は
じ
め
田
植
え
に
は
天
か

ら
の
最
大
の
贈
り
物
で
あ
る
。
ま
し
て
や

日
々
、人
間
は
じ
め
地
上
の
生
き
物
に
と
っ

て
最
高
の
恵
み
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で

も
な
い
。
し
か
し
『
雨
が
欲
し
い
！
』
と

「
雨
乞
い
」
実
施
を
真
剣
に
思
い
つ
つ
待
っ

て
い
る
地
域
に
は
降
雨
ゼ
ロ
。こ
れ
以
上
は

不
要
と
す
る
地
域
に
は
、全
て
を
流
し
て
し

ま
う
記
録
的
な
豪
雨
が
襲
う
。
だ
が
異
常

気
象
が
顕
著
な
今
日
の
地
球
環
境
で
は
、降

雨
の
適
量
な
ど
見
つ
か
ら
な
い
。

　

さ
て
、
こ
の
28
・
29
日
の
両
日
、「
Ｇ
20

大
阪
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
、招
待
8
か
国
、

国
際
機
関
9
代
表
ら
含
め
37
の
長
が
一
堂

に
会
し
た
。
各
国
首
脳
間
の
協
議
・
話
し
合

い
に
、
形
式
の
み
の
終
わ
り
は
無
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。議
長
国
の
苦
労
が
水
の
泡
に
な
ら

な
い
で
欲
し
い
。

　

今
日
の
地
球
各
地
で
発
生
す
る
異
常
気

候
、
海
洋
の
ゴ
ミ
な
ど
環
境
問
題
は
、
地
球

そ
の
も
の
を
救
う
も
の
で
あ
る
。取
り
組
み

に
先
進
国
、
途
上
国
も
な
い
。
一
丸
と
な
っ

て
地
球
環
境
問
題
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。こ
れ
一
つ
を
20
の
首
脳
が
「
即
実
施
合

意
」
す
る
な
ら
ば
、サ
ミ
ッ
ト
は
か
つ
て
な

い
大
成
功
で
あ
る
。

　

次
に
経
済
を
根
幹
と
す
る
諸
課
題
の
解

決
は
、各
首
脳
自
身
の
叡
知
で
見
え
て
来
る

は
ず
の
課
題
だ
が
…
。
各
リ
ー
ダ
ー
は
、
現

下
で
如
何
な
る
道
を
選
ぶ
か
、深
く
考
え
る

た
め
に
大
阪
の
タ
イ
ム
は
活
か
し
て
ほ
し

い
。

　

兎
に
も
角
に
も
、
現
実
、
今
日
の
よ
う
に

自
国
第
一
主
義
が
お
お
っ
ぴ
ら
に
な
っ
て

来
る
と
各
国
が
身
勝
手
な
経
済
力
と
軍
事

力
強
化
に
走
り
、各
国
間
の
「
協
力
」
の
文

字
は
消
え
伏
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

偏
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
の
中
で
、
次
々
と
新
し

い
「
争
い
」
が
生
ま
れ
そ
う
で
あ
る
。

　

日
本
人
は
、
相
手
を
思
い
や
る
、
謙
虚
な

国
民
性
に
あ
る
が
、今
日
の
よ
う
に
自
国
第

一
主
義
が
過
剰
に
な
る
と
、少
子
超
高
齢
化

と
資
源
無
く
軍
事
力
な
し
の
我
が
国
の
立

つ
位
置
は
実
に
厳
し
い
。「
忍
」
と
「
お
も

て
な
し
」
で
は
、各
国
と
対
抗
出
来
な
い
…
。

　

令
和
の
時
代
は
、
個
性
を
伸
ば
す
分
野

と
は
別
に
、
海
外
で
堂
々
と
渡
り
合
う
者
、

少
数
に
な
ろ
う
と
も
理
性
・
見
識
を
も
っ
た

優
秀
な
若
者
育
成
し
か
な
い
。理
屈
で
は
な

い
そ
れ
な
り
の
教
育
の
強
化
が
望
ま
れ
る
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
誰
で
も
間
違
い
を
す
る
事
は
有
る
。し
か

し
間
違
い
を
固
執
す
る
の
は
馬
鹿
以
外

に
は
な
い
。
諺
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、

二
度
、
考
え
直
し
た
考
え
が
一
番
い
い
」

�

　
（
キ
ケ
ロ　

イ
タ
リ
ア
の
政
治
家
）
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